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研究成果の概要（和文）：嚥下関連筋のサルコぺニアは嚥下障害を引き起こす。嚥下障害により栄養状態が悪化すると
、サルコぺニアもさらに進行するという悪循環が起こる。そのため、嚥下障害に関連するサルコぺニアの早期診断が求
められる。そこで今回は、嚥下関連筋の指標として、舌骨の嚥下時の運動速度を測定し、加齢の影響を調査した。
対象は健常成人女性10名と健常高齢女性10名とした。一口量を5mlと20mlの2種類に規定し、一口で嚥下させ、嚥下造影
検査で撮影した。高齢者と成人で舌骨の運動速度を比較したところ、5ml・20mlともに高齢者において有意に小さい値
を示した。低下する舌骨の運動速度がサルコぺニアの兆候となる可能性が示された。

研究成果の概要（英文）：Muscle atrophy and associated functional decline with aging (sarcopenia) 
contributes to alterations in swallowing in healthy older adults. Sarcopenia of the orofacial muscles can 
cause dysphagia. Malnutrition, a potential result of dysphagia, can also cause sarcopenia. Therefore the 
early diagnosis of sarcopenic dysphagia is important. Important components of safe swallowing are the 
suprahyoid muscles, which help elevate and stabilize the hyoid bone. We evaluated the maximum hyoid 
velocity during swallowing. The subjects were 10 healthy younger and 10 older women. Lateral projection 
videofluorography was recorded while each subject swallowed 5 and 20 mL of thin liquid barium in one 
gulp. The velocity in younger women was significantly higher than that in older women for both the 5 and 
20 mL volumes. The decreasing maximum hyoid velocity may be a symptom of sarcopenia.

研究分野： 摂食嚥下　口腔機能
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１．研究開始当初の背景 
日本人の死因の 3 位である肺炎は、その

95％が高齢者によるものであり、さらに、高
齢者の肺炎のうち 70％が誤嚥性肺炎である
とされている。加齢とともに生じる老年症候
群のひとつに、筋肉量・筋力が低下するサル
コペニアがある。嚥下運動は、口唇、舌、軟
口蓋、咽頭、喉頭、食道などの多くの器官が
協調して運動する複雑な運動であり、多くの
細かな筋の連続的な収縮によって達成され
ている。そのため、サルコペニアによる嚥下
障害が起こる可能性が指摘されている。嚥下
障害によって誤嚥性肺炎や経口摂取量の不
足が生じると、廃用や低栄養によってさらに
サルコペニアは進行する。このようにサルコ
ペニアが嚥下障害を生み、嚥下障害がサルコ
ペニアを生む、悪循環が生まれる。したがっ
て、嚥下関連筋のサルコペニアを早期発見・
早期治療を行い、負の連鎖の開始を予防する
ことが望まれる。 
 
２．研究の目的 
サルコペニアの早期発見のためには、可及

的に早期に筋の衰えを感知できる指標が必
要となる。高齢者の筋機能の低下は、速筋線
維の選択的な萎縮によって説明されるだけ
でなく、速筋線維における比較においても加
齢により収縮速度が低下することが報告さ
れている。そのため、サルコペニアの兆候が
「速度」に反映される可能性がある。一方、
「速度」は嚥下にとっても重要な要素である。
食塊の移動に対応できず、タイミングが遅れ
ると誤嚥につながると考えられるため、嚥下
関連筋の「速度」は誤嚥に影響する可能性が
あると考えられる。 
我々は、嚥下関連筋の中でも、サルコペニア
を認めやすいとされる抗重力筋であり、嚥下
においても重要な役割を持つ頸部の筋（舌骨
上筋群）に着目した。舌骨上筋群は嚥下反射
後に舌骨を急速に前上方に移動させる。そこ
で、嚥下時の舌骨上筋群の収縮速度を反映す
るものとして、舌骨の運動速度を測定するこ
とが適当であると考えた。 
よって本研究では、嚥下造影検査を用いて、
嚥下時の舌骨の運動速度が、嚥下関連筋のサ
ルコペニアを早期に発見するための指標と
なり得るかどうか検討することを目的とし
て行った。 
 
３．研究の方法 
（1）被験者 
健常若年成人女性 10 名と健常高齢女性 10

名を対象とした。舌骨は喉頭下垂などの問題
から、性差が問題になることが多いため、今
回は女性に限定した。被験者の人権保護およ
び個人情報の管理は，大阪大学の臨床研究に
関する倫理指針に従って行った。（倫理審査
委員会承認番号：H25-E27） 
 
（2）被験活動 

①撮影前準備 
被験者に、解析時に使用する画像解析のマ

ーカーを添付した。基準平面のために金属球
を付与し、長さの測定のために頸部に金属円
板を付与した。 
 
②撮影 
被験者を椅子座位とし，30 フレーム/秒の

速度で VF 側面像の撮影を行った。規定され
た量を口腔内に含み嚥下させた。規定量は
5ml と 20ml とし、それぞれ 2 回ずつ行った。
造影剤は 120w/v％硫酸バリウム液（バリトッ
プ）を使用し，蒸留水で 2倍に希釈したもの
を被験食物とした。撮影時には、誤嚥が無い
ことを確認した。 
 
（3）解析方法 
VF 画像は動画としてデジタルビデオレコ

ーダーに録画し、AVI に変換してパーソナル
コンピューターに取り込んだ。2 次元データ
解析ソフト上で嚥下時の舌骨の運動の解析
を行った。舌骨の測定点は前下方点とし、解
析ソフトのトラッキング機能を用いて追跡
し、追跡不可能であった場合には手動で追跡
した。解析時の基準平面は，マーカーを付与
した耳珠下縁を原点，鼻翼下点と耳珠下縁を
つないだカンペル平面を X軸とし，それに垂
直な直線を Y軸とした。設定した基準平面上
での運動速度を測定した。また、X軸方向・Y
軸方向に分けて、前方・上方への運動速度を
それぞれ算出した。 
算出した値を、以下の 2因子で比較した。 
① 年齢（成人・高齢者） 
② 一口量（5ml・20ml） 
 
４．研究成果 
（1）健常成人と高齢者による比較 
①舌骨の最大速度の比較 

成人 5ml 嚥下時の舌骨の最大速度は 47.7
±9.7、成人 20ml では 59.7±14.9、高齢者
5ml では 37.2±6.8、20ml では 48.8±12.0
（mm/s）であった。一口量は 5ml・20ml とも
に成人の舌骨の最大速度が高齢者に比較し



て有意に大きい値を示した(p<0.05)。 
 

③ 前方・上方の舌骨の最大速度の比較 

前方方向の舌骨の速度は5mlでも20ｍｌで
も成人の方が有意に大きかった（ｐ‹0.05）
が、上方への舌骨の速度は 20ml では健常者
と高齢者では有意差を示さなかった。 
 
（2）一口量 5ml と 20ml による比較 
①一口量での舌骨の最大速度の比較 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

舌骨の最大速度は、成人においても高齢者
においても、一口量が大きくなると有意に大
きい値を示した（ｐ＜0.01）。 
② 前方・上方での舌骨の最大速度と一口量 

前方・上方での舌骨の速度においても、成
人においても高齢者においても、一口量によ
って有意差が認められた（ｐ＜0.01）。 
 
以上より、高齢者では誤嚥を呈していない

ような非嚥下障害群においても、舌骨の運動
速度が低下していることが明らかになった。
また、舌骨の速度と一口量の影響は大きく、
高齢者においても健常成人においても、一口
量が大きくなると速度が大きい値を示した。
興味深い結果として、今回の結果では、健常
成人と高齢者の比較において、一口量の少な
い 5ml でより大きな有意差が出た。20ml を誤
嚥せずに嚥下するには、ある程度の大きさの
速度が必要であることを考慮すると、5ml 嚥
下時に嚥下の予備力が表れている可能性が
考えられ、サルコぺニア予備軍をスクリーニ
ングに使用できる可能性が考えられた。今後
は、さらに被験者数を増やし解析を継続する
予定である。 
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